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９
月
２
０
日
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
農
産

物
検
査
場
に
て
、
風
連
地
区
の
令
和
元

年
度
産
う
る
ち
米
の
初
出
荷
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
東
野
組
合

長
や
、
関
係
者
が
見
守
る
中
、
風
連
日

進
地
区
の
干
場
和
幸
さ
ん
が
丹
精
込
め

　
風
連
支
部
屑
米
集
荷
事
業
が
９
月
29

日
・
10
月
６
日
・
13
日
・
20
日
の
計
４

回
に
渡
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
風
連
青
年

部
か
ら
18
名
が
参
加
し
、
組
合
員
宅
か

ら
屑
米
を
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
農
産
課
倉

庫
事
務
所
へ
運
搬
し
、
合
計
で
１
，
７

１
２
俵
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
名
寄
支
部
屑
米
集
荷
事
業
が

９
月
22
日
・
29
日
・
10
月
６
日
・
13

風
連
地
区  

う
る
ち
米
初
検
査

青
年
部
屑
米
集
荷
事
業

て
育
て
ら
れ
た
お
米
（
ゆ
め
ぴ
り
か
）

は
農
産
物
検
査
員
に
よ
っ
て
適
正
に
検

査
が
行
わ
れ
、
検
査
の
結
果
見
事
全
量

１
等
米
と
な
り
、
等
級
と
検
査
印
が
押

印
さ
れ
初
出
荷
し
た
生
産
者
に
は
関
係

者
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

日
・
20
日
の
計
５
回
に
渡
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
合
計
で
３
，
８
６
２
俵
が
集
ま

り
、
集
荷
さ
れ
た
屑
米
は
適
正
に
検
査

さ
れ
、
等
級
別
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。

集
荷
運
賃
と
し
て
得
た
収
益
は
、
今
後

の
青
年
部
活
動
資
金
と
し
て
使
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　
協
力
し
て
頂
い
た
方
々
、
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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毎
年
、
風
連
中
央
小
学
校
の
4
年

生
・
5
年
生
を
対
象
に
田
植
え
と
稲
刈

り
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
食
の
大
切
さ

を
学
ぶ
食
育
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

風
連
中
央
小
学
校
児
童
が
稲
刈
り
体
験

　
9
月
27
日
5
年
生
児
童
が
風
連
地
区　

上
口
忠
さ
ん
宅
で
収
穫
体
験
を
し
ま
し

た
。
5
月
31
日
に
田
植
え
を
行
い
「
な

な
つ
ぼ
し
」
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
5
年
生
児
童
は
前
年
も
食
育

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
真
剣
な
眼
差
し

で
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
7
日
4
年
生
児
童
が
風

連
地
区　
大
谷
繁
樹
さ
ん
宅
で
収
穫
体

験
を
し
ま
し
た
。
6
月
4
日
に
田
植
え

を
行
い
「
は
く
ち
ょ
う
も
ち
」
の
栽
培

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
4
年
生
児

童
は
初
め
て
の
収
穫
体
験
に
目
を
輝
か

せ
な
が
ら
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
降
雨
に
よ
り
圃
場
が
ぬ
か
る
み
悪

条
件
で
し
た
が
、
泥
だ
ら
け
に
な
り
な

が
ら
も
刈
取
り
作
業
に
当
た
り
、
作
物

づ
く
り
の
喜
び
や
苦
労
を
体
験
し
ま
し

た
。
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第
41
回 

な
よ
ろ
産
業
ま
つ
り
開
催

　
８
月
25
日
「
第
41
回
な
よ
ろ
産
業
ま

つ
り
〜
も
ち
米
日
本
一
フ
ェ
ス
タ
」
が

な
よ
ろ
健
康
の
森
特
設
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
41
回
目
を
迎
え
た
今
回
も

た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
会
場
に
足
を
運

び
ま
し
た
。
な
よ
ろ
産
業
ま
つ
り
の
内

容
と
し
て
は
、
も
ち
米
作
付
面
積
日
本

一
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
ち
関
連
イ
ベ
ン

ト
の
み
な
ら
ず
、
地
元
の
新
鮮
野
菜
や

果
物
、
花
卉
を
は
じ
め
と
す
る
各
販
売

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
多
く
の
来
場
者
が

家
族
や
友
人
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
名
寄
市
や
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
で
組
織

す
る
実
行
委
員
会
が
主
催
と
な
り
設

営
・
準
備
を
行
い
、
午
前
９
時
半
か
ら

の
開
会
式
に
は
ス
テ
ー
ジ
前
に
多
く
の

来
場
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
実
行
委
員

長
の
挨
拶
で
開
幕
し
、
恒
例
の
人
気
企

画
と
な
っ
て
い
る
豪
華
景
品
が
当
た
る

懸
賞
付
き
餅
ま
き
、
北
鼓
童
＆
名
寄
市

立
大
学
、
名
寄
太
鼓 

源
響
、
13
代
目

も
ち
大
使
の
称
号
を
か
け
て
戦
う
「
な

よ
ろ
も
ち
つ
き
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定

戦
」
な
ど
様
々
な
演
出
や
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
こ
ち
ら

も
恒
例
の
ト
ン
ト
ン
コ
ー
ナ
ー
、
牛
の

丸
焼
き
コ
ー
ナ
ー
、
こ
ど
も
も
ち
つ
き

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
赤
福
、
き
び
だ
ん
ご

の
販
売
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
青
年
部
で
は
ド
ン
菓
子
販
売
を

行
い
大
盛
況
の
中
、
第
41
回
な
よ
ろ
産

業
ま
つ
り
が
閉
会
し
ま
し
た
。
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　名寄市では、農業に関する知識技術習得など個人の資質向上及びグループ活動の活性化並び
に農村生活の文化向上を図ることを目的に行う研修会の開催や、市外での視察研修に係る経費
の一部を補助しています。
♪市内での研修会を開催♪　※定額で３万円以内
　【活用事例１】　ＳＮＳやちらしなどの情報発信を学ぶ
　　　　目的→　名寄の美味しい農産物や農村を広く知ってもらう。
　【活用事例２】　地場産農産物を活用した調理実習をしたい
　　　　目的→　名寄の美味しい農産物でおもてなし料理を作り提供したい
　【活用事例３】　グループ活動スタートのノウハウを学ぶ
　　　　目的→　今後、加工や直売などに仲間と取組みたい
☆市外での研修会や視察で学ぶ☆　※費用の1/2以内　５万円限度
　【活用事例１】　加工、販売、農泊などに取り組む先進農家で学ぶ
　　　　目的　→　農畜産物の六次産業化や直売、民泊で収益向上を目指したい。
　【活用事例２】　多様な野菜栽培の実践農家を視察研修
　　　　目的　→　外食店等のニーズに対応できる野菜を作りたい。
　★いつ頃、どこで、内容や講師、予算額、参加者は？
　　・・・などおおまかな内容が決まったら市役所農務課へ1度ご連絡を！
　　　　※補助対象の有無や申請に必要なものなどお知らせします。

【農村女性活動支援事業のご案内】
知りたい！学びたい！女性農業者の皆さんへ

【お問い合わせ】名寄市経済部農務課（電話01655- 3-2511・内線2319）

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

か
み
か
わ　

 

秋
の
大
収
穫
祭
２
０
１
９

　
10
月
14
日
、
道
北
地
域
旭
川
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
主
催
団

体
で
あ
る
上
川
地
区
農
協
組
合
長
会
と

青
年
部
、
女
性
部
共
催
に
よ
る
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
か
み
か
わ
農
業
祭
２
０
１
９
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
川
管
内
の
13
Ｊ
Ａ
よ
り
農
畜
産
物

や
加
工
品
販
売
の
他
、
し
め
縄
づ
く
り
、

か
ぼ
ち
ゃ
ラ
ン
タ
ン
、
乳
搾
り
体
験
が

で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
女
性
部
に

よ
る
上
川
管
内
の
農
畜
産
物
を
使
用
し

た
「
か
み
か
わ
カ
レ
ー
」
の
販
売
、
野

菜
の
詰
め
放
題
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

（
カ
ネ
コ
ト
モ
ヤ
、
農
家
バ
ン
ド
）
、

大
抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
の

販
売
ブ
ー
ス
で
は
も
ち
米
、
道
北
な
よ

ろ
産
の
も
ち
米
を
使
用
し
た
「
ソ
フ
ト

大
福
」
、
「
き
び
だ
ん
ご
」
の
他
、
南

瓜
や
百
合
根
な
ど
の
青
果
物
の
販
売
も

行
い
ま
し
た
。
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令和元年 有害鳥獣農業被害防止対策
　有害鳥獣による農産物の食害等被害や家畜の被害を最小限に留めるこ
とを目的に平成17年より名寄市・猟友会名寄部会・ＪＡで協力し名寄市
有害鳥獣農業被害防止対策協議会を発足しました。
　農業被害防止を目的とする許可捕獲期間（4月1日〜9月30日）の実
績はエゾシカ352頭です。（9月末時点）月別捕獲頭数は表（※1）
　また、本年度より試験的に農業被害防止期間を延長します。10月１日
〜 11月20日の期間において農業被害等（踏み荒らし・小麦食害）が御座いましたら下記までご
連絡ください。必要事項を確認した後、猟友会へ1週間程度の巡回駆除を依頼します。
　なお、実際にハンターが依頼によってエゾシカを捕獲した場合には、原則としてご依頼いただ
いた方に捕獲したエゾシカの個体や捕獲場所等のご確認をいただくことになりますので、あらか
じめご了承ください。
　※1（捕獲頭数月別表）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 計
60頭 74頭 78頭 60頭 60頭 20頭 352頭

　北海道においてアライグマ捕獲実績は年々増加しています。平成29年度
農業等被害額は9千8百万円となり内訳としては3割がスイートコーンで
す。産地であるＪＡ道北なよろ地区においても被害は同様で地域として対
策が必要です。平成29年より箱わな購入に関わる費用助成（組合員対象）
を当農協として行っており、令和元年11月末までに購入いただいた箱わな
が対象です。また、期間内に農協外より購入した箱わなについても購入が

証明できる書類を提出頂くことで助成いたします。
　費用助成は小型箱わな3千円・中型箱わな5千円
　回収・運搬については事務局を通じて委託先（㈱ケーゼスト）に連絡しますので、捕獲の際は、
下記までご連絡ください。
　ＪＡ道北なよろ管内のアライグマ捕獲実績は173頭（9月末時点）月別捕獲頭数は表（※2）
　※２（捕獲頭数月別表）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 計
4頭 1頭 13頭 47頭 60頭 48頭 173頭

名寄市有害鳥獣農業被害防止対策協議会　事務局
　名 寄 市 役 所 農 務 課 農 政 係　TEL：01655−3−2511（内線：2309）
　J A 道 北 な よ ろ 本 所 営 農 課　TEL：01655−3−2521
　JA道北なよろ営農センター営農課　TEL：01654−3−4307
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名
寄
市
牧
場
　
退 

牧

　
10
月
18
日
名
寄
市
牧
場
・
19
日
母
子

里
牧
場
で
退
牧
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
春

に
名
寄
市
内
16
戸
の
酪
農
家
か
ら
預
託

さ
れ
た
約
２
６
０
頭
（
乳
牛
）
が
入
牧

し
、
沢
山
の
牧
草
を
食
べ
小
さ
か
っ
た

身
体
も
約
５
か
月
の
期
間
中
に
体
重
が

増
え
、
た
く
ま
し
い
身
体
に
な
っ
た
牛

た
ち
は
全
頭
が
大
き
な
事
故
や
怪
我
を

す
る
こ
と
な
く
酪
農
家
の
も
と
に
帰
っ

て
い
き
ま
し
た
。

名
寄
市
牧
場
の
概
要

　
名
寄
市
牧
場
は
名
寄
市
の
「
名
寄
牧

場
」
と
幌
加
内
町
の
「
母
子
里
牧
場
」

の
2
か
所
あ
り
ま
す
。

　
緩
急
の
あ
る
傾
斜
面
に
名
寄
牧
場
は

約
90　
、
母
子
里
牧
場
は
約
75
ha
の
牧

草
地
が
あ
り
ま
す
。

ha

　
入
牧
後
預
託
期
間
中
に
牛
の
育
成
と

授
精
を
行
い
退
牧
後
に
分
娩
と
搾
乳
が

可
能
に
な
る
牛
に
育
て
ま
す
。

　
名
寄
市
街
か
ら
北
東
の
山
を
見
る
と
、

「
北
の
天
文
字
焼
き
」
会
場
（
名
寄
牧

場
で
は
な
い
）
が
見
え
、
そ
の
先
に
名

寄
牧
場
の
草
地
が
見
え
ま
す
。
砺
波
の

国
道
を
走
る
と
名
寄
牧
場
の
全
景
が
見

え
ま
す
。

　
母
子
里
牧
場
は
母
子
里
市
街
よ
り
国

道
２
７
５
号
線
を
２
㎞
ほ
ど
南
下
す
る

と
右
手
に
牧
草
地
が
あ
り
、
タ
イ
ミ
ン

グ
が
合
え
ば
国
道
の
す
ぐ
隣
で
牛
が
草

を
食
む
姿
が
あ
り
北
海
道
ら
し
い
風
景

が
広
が
り
ま
す

きたすばる
天文台

名寄牧場 北の天文字焼き
会場
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農
家
戸
数
減
少
に
伴
う
耕
作
面
積
の

規
模
拡
大
が
年
々
進
む
中
、
機
械
作
業

の
省
力
化
・
作
業
時
間
の
短
縮
・
経
営

コ
ス
ト
の
低
減
等
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る

技
術
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
導
入
・
普
及

が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
研

究
会
で
は
知
識
の
向
上
や
導
入
に
向
け

て
定
期
的
に
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
８
月
20
日　
名
寄
市
字
曙
地
区
に
お

い
て
ド
ロ
ー
ン
現
地
講
習
会
及
び
自
動

走
行
実
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
悪
天

候
に
よ
り
自
動
走
行
の
実
演
は
行
え
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
北
海
道
ク
ボ
タ
に
協

力
を
し
て
頂
き
法
改
正
に
よ
る
注
意

点
・
実
機
に
よ
る
機
能
の
説
明
・
圃
場

水
管
理
シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｕ

（
ワ
タ
ラ
ス
）
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

名
寄
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
農
業
研
究
会　

ド
ロ
ー
ン
現
地
講
習
会
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　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を守
るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図ることを
目的として、広報誌「すまいる」を発行しております。
　紙面をリニューアルし、より読みやすくさらに健康
に役立つ医療・健康情報を発信しております。10月
発行分にはプレゼント
付きアンケートもござ
いますので是非応募に
もチャレンジしてみてく
ださい。

ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容を紹介します。
各団体の詳しい取り組み内容はＷＥＢサイトをご覧ください。

　北海道農業協同組合中央会は平成27年の農協法改正により、令和
元年9月30日をもって法律上の位置付けを、農業協同組合連合会に
移行しました。改正法では、名称は変更しないことが認められ、事
業としては会員の相談、監査、意見の代表、総合調整が規定されて
おり、法律上の位置付けは変わるものの、中央会が果たすべき基本
的な機能は変わらないと認識しております。
　組織変更に伴い、9月30日に本会役職員に対して飛田会長より訓
示を致しました。訓示の内容については、「ＪＡ北海道中央会」の
YouTubeチャンネルよりご覧いただけます。
　今後も引き続き、ＪＡグループの結集軸として、持続可能な北海
道農業の確立、農業者の営農と経営の安定、それを支えるＪＡをサ
ポートする役割をしっかり果たして参ります。

　10月5、6日、アクセスサッポロで開催された、
こどものまち「ミニさっぽ2019」に昨年に続きブー
ス出展しました。「ミニさっぽろ」は、子ども達を
対象した職業体験のイベントであり、ＪＡバンクの
ブースでは各ブースからの依頼を受て、給料を用意
する仕事を体験してもらい
ました。
　子ども達に仕事の大変さ
や楽しさ、そして金融の大
切さを伝える機会を提供す
ることができました。

　ＪＡ共済連北海道は、平成20年より地域貢献活動
の一環として、交通安全啓発運動を北海道警察本部
と連携し「旗の波運動」として取組んでいます。街
頭で小旗等を振り、ドライバーに交通安全を呼びか
け、交通事故の撲滅、および交通安全意識の向上を
目的に実施しております。
　今年度も札幌地区では
9月27日に約50名で共済
ビル前の街頭で実施しド
ライバー・歩行者へ交通
安全を呼びかけました。

　ＧＡＰ（農業生産工程管理）の推進に向け、ホク
レンは、農場評価の演習を盛り込んだ実践研修会を
8月26 〜 27日に札幌市内の学校法人・八紘学園北
海道農業専門学校を会場に開催しました。参加者は
道央圏のＪＡ担当者・連合会職員など約10名で、日
本生産者GAP協会の田上隆多事務局長を講師とし、
農場評価制度の基本学習や会
場となった同校農場にて実際
の調査を演習しました。参加
者の各組織での今後のＧＡＰ
推進に期待しています。

ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連 ＪＡ共済連北海道

ホクレン ＪＡ北海道厚生連

JAグループ通信
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1 2 3 4 5 6 7 8

9 10

14

25 26 27 28

15

33

42 43

47 48 49

44 45 46

34

50

61 62 63

51

56 57 58 59 60

52 53 54 55

35 36 37 38

20 21

29 30 31 32

22 23 24

16

39 40 41

17 18 19

11 12 13
Ｈ

J

D

G B

CI

FK

E

A

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ J K

クロスワードを解きＡ～Kをつないだ言葉を答えて下さい。

回答欄

正解者の中から抽選で５名様に
「商品券」をプレゼント!!
解答は、本誌に添付されたハガ
キに記入して送付して下さい！
（ＦＡＸでも受付しております）
０１６５５－３－４０３７
【応募締め切り・発表】

令和元年12月１日（当日消印有効）
当選者は次号でお知らせします。

多数のご応募お待ちしています！

マガジン・マガジン「クロスワードメイト」より

日常のささいなイライラが、積も
り積もって大きなストレスになる
ことも。
爆発して人生を狂わせないよう
（!?）、こまめに発散させることが
大切かと。A～Kが答えです。

ストレスと に
上
手
上
手

つ
きあって

クロス

ー

26　

家
庭
の
中
で
大
切
に
育

て
ら
れ
た
○
○
○
○
娘

28　

マ
マ
さ
ん
が
チ
ー
ム
で

試
合
に
出
て
ス
ト
レ
ス

発
散

30　

精
神
的
。
○
○
○
○
面

を
強
く
し
て
ス
ト
レ
ス

に
打
ち
勝
つ
ぞ

32　
ジ
ャ
イ
ア
ン
の
子
分
!?

34　
湯
を
沸
か
す
道
具

36　
西
洋
の
鳩
笛

38　

眠
気
覚
ま
し
に
飲
む
カ

フ
ェ
。
か
ぐ
と
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
が
あ
る
そ
う

39　
異
星
人

41　
笑
う
門
に
は
来
る

42　

五
体
。
強
い
ス
ト
レ
ス

で
○
○
○
に
変
調
を
き

た
す

43　
度
が
過
ぎ
る
倹
約
家

44　
聖
母
と
呼
ば
れ
る

46　

街
角
で
「
モ
デ
ル
に
な

ら
な
い
？
」
と
言
わ
れ

た
!!

48　

カ
ラ
ー
。
青
に
は
鎮
静

効
果
が
あ
る
そ
う
で
す

79　

危
険
な
状
況
。
○
○
に

直
面
し
て
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
る

51　
寸
前
。
出
発
○
○
○

53　
ブ
ラ
ウ
ス
の
ヒ
ラ
ヒ
ラ

55　

細
か
い
○
○
○
な
作
業

が
続
く
と
疲
れ
ま
す

57　
柔
道
の
「
猛
者
」

１　

泣
い
て
ポ
ロ
ポ
口
流
す
。

泣
く
の
は
ス
ト
レ
ス
解

消
に
な
る
と
い
わ
れ
ま

す

２　
樹
木
の
胴
体

３　

ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
の
今

の
姿

４　
腐
っ
て
も
こ
の
魚

５　

ス
ト
レ
ス
で
眉
間
に
寄

る

６　

○
○
○
な
お
世
話
だ
け

ど
運
動
で
発
散
し
た

ら
？

７　

戦
国
武
将
が
攻
め
落
と

す

８　
故
郷
に
逆
も
ど
り

10　

←
→
は
ず
れ

12　

不
安
感
や
緊
張
で
ハ
ァ

ハ
ァ
と
荒
く
な
る

15　

木
材
を
組
ん
だ
簡
易
な

舟

17　

か
わ
い
い
け
れ
ど
、
ス

ト
レ
ス
が
た
ま
る
子
育

て

19　

バ
ン
ク
・
ボ
ー
イ
・
ホ

テ
ル

21　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
。
好
き

な
○
○
○
○
を
聴
く
と

ス
ト
レ
ス
が
緩
和
さ
れ

ま
す

23　
都
道
府
○
○

25　

屋
根
裏
で
チ
ュ
ー
チ
ュ

タ
テ
の
カ
ギ
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58　
ひ
と
○
○
浴
び
て
さ
っ
ぱ
り
す
る
か

59　
高
貴
な
人
に
漂
う

60　
モ
ー
ニ
ン
グ
。
○
○
に
太
陽
光
を
浴

び
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
を
軽
減

１　
友
人
に
打
ち
明
け
る
こ
と
で
少
し
ス

ッ
キ
り

３　
敵
か
、
は
た
ま
た
こ
れ
か

５　
タ
コ
や
ク
ラ
ゲ
の
腕

９　
ア
ニ
マ
ル
浜
口
が
連
呼
す
る
掛
け
声

11　
弁
明
。
ス
ト
レ
ス
太
り
っ
て
、
そ
れ

は
た
だ
の
○
○
○
○

13　
自
動
車
で
低
速
用
の
ギ
ア

14　
○
○
は
小
を
兼
ね
る

16　
洗
濯
に
用
い
る
平
た
い
器

18　
診
察
や
治
療
で
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り

や
す
い
職
業

20　
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
を
図
る
ア
ロ
マ
テ

ラ
ピ
ー
で
か
ぐ

22　
そ
こ
か
ら
動
け
な
く
な
る
こ
と

24　
茶
。
ハ
ー
ブ
○
○
○
を
飲
ん
で
ホ
ッ

と
ひ
と
息
つ
く

25　
こ
れ
い
く
ら
？
と
聞
く

26　
人
前
で
か
い
て
落
ち
込
む

27　
１
つ
残
ら
ず
売
り
つ
く
す

29　
頭
が
固
い
○
○
○
お
や
じ

30　

←
→
お
い

31　
レ
ー
サ
ー
が
出
場
し
て
ス
ト
レ
ス
を

解
消
す
る

33　
ト
ク
ト
ク
…
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る

と
速
く
打
つ

35　
小
数
○
○
○
を
却
下

36　
酸
素
の
元
素
記
号

37　
ひ
ざ
の
上
で
ニ
ャ
ー
、
癒
さ
れ
る
ぅ

〜

39　
ピ
シ
ッ
と
正
す
服
の
部
分

40　
商
品
の
１
個
当
た
り
の
値
段

41　
ベ
ト
ナ
ム
の
米
粉
の
麺

42　
人
と
人
と
の
間
柄
。
ハ
ァ
、
人
間
○

○
○
○
で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る

44　
角
が
な
い
形

45　
危
険
。
投
資
に
は
伴
う

47　
ほ
う
き
と
ペ
ア
で
活
躍

48　
○
○
○
の
田
園
風
景
に
癒
さ
れ
る
ぅ

〜

49　
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
叩
く

50　
小
麦
粉
が
水
に
溶
け
ず
に
で
き
る
か

た
ま
り

ヨ
コ
の
カ
ギ

前
回
の
パ
ズ
ル
の
答
え

プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者

◎
も
う
す
ぐ
稲
刈
り
が
始
ま
り
ま
す
ね
。

水
稲
は
お
陰
様
で
豊
作
模
様
で
す
が
、

春
か
ら
の
干
ば
つ
の
影
響
を
受
け
、

畑
作
物
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
良
い
結

果
と
は
な
ら
な
さ
そ
う
で
す
ね
。
今

に
な
っ
て
毎
日
雨
降
り
で
困
っ
た
も

の
で
す
。�

（
風
連　
遊
佐
陽
子
）

　
☆�

『
女
心
と
秋
の
空
』
の
よ
う
に
、秋

の
天
気
は
変
わ
り
や
す
い
で
す
ね
。

体
調
管
理
に
は
お
気
を
付
け
下
さ

い
。

◎
い
つ
も
楽
し
み
に
記
事
を
読
ま
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
風
連　
鈴
木　
義
英
）

　
☆�

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
よ

【
キ
マ
マ
ニ
オ
ヨ
ギ
タ
イ
】

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
次
ぎ
の
５

名
の
方
に
商
品
券
を
送
り
ま
す
。

（
敬
称
略
）

・
杉
野
こ
は
る
（
風
連
）

・
大
谷
　
咲
希
（
風
連
）

・
土
屋
　
和
恵
（
名
寄
）

・
菊
池
　
菜
摘
（
名
寄
）

・
奥
山
　
羽
音
（
智
恵
文
）

り
年
４
回
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

◎
庭
の
ク
ル
ミ
の
木
か
ら
身
が
落
ち
て
、

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
干
し
て
身
を
と

っ
て
い
ま
す
。
が
、
う
ま
く
ポ
ロ
ッ

と
と
れ
ま
せ
ん
ね
。
ど
う
や
っ
た
ら

き
れ
い
な
身
が
取
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

�

（
風
連　
上
手
美
和
子
）

　
☆�

く
る
み
割
り
機
を
使
う
、
ま
た
は

加
熱
す
る
と
口
が
開
く
の
で
開
け

や
す
い
そ
う
で
す
。

◎
３
月
31
日
、
我
家
に
家
族
が
増
え
ま

し
た
。
豆
柴
犬
の
「
マ
ル
」
で
す
。

昨
年
、
14
年
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た

犬
が
亡
く
な
り
家
族
み
ん
な
が
淋
し

く
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
「
マ
ル
」

が
来
て
か
ら
は
笑
顔
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
（
名
寄　
横
山　
　
巌
）

　
☆�

マ
ル
の
存
在
で
家
族
の
幸
せ
が
増

え
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
ね
！

声
の
広
場

52　
ふ
ん
わ
り
と
丸
い
チ
リ
チ
リ
ヘ
ア

54　
内
向
的
な
こ
ん
な
性
格
は
、
ス
ト
レ

ス
を
受
け
や
す
そ
う

56　
「
？
」
マ
ー
ク

59　
キ
ラ
キ
ラ
輝
か
せ
る
目
の
パ
ー
ツ

61　
誰
か
に
ヒ
ソ
ヒ
ソ
さ
れ
て
る
と
思
う

と
ス
ト
レ
ス
に

62　
生
地
を
巻
い
て
焼
い
た
小
形
の
ブ
レ

ッ
ド

63　
天
使
の
背
に
あ
る

◎
私
た
ち
Ｚ
Ａ
Ｃ
智
恵
文
は
、
牛
の
餌

を
作
る
会
社
で
す
。
20
代
〜
60
代
が

ま
ん
べ
ん
な
く
い
て
、
い
つ
も
グ
ル

ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
仕
事
の
状
況
や
励

ま
し
の
言
葉
、
冗
談
や
か
わ
い
い
ス

タ
ン
プ
を
送
り
合
い
、
和
気
合
い
あ

い
と
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
私
は
こ

の
会
社
が
大
好
き
で
す
。
今
季
の
収

穫
作
業
が
事
故
な
く
無
事
に
終
わ
り

ま
す
よ
う
に
!!!�

�

（
智
恵
文　
佐
藤
和
佳
子
）

　
☆�

雰
囲
気
の
良
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
気
温
が
下
が
っ
て
き
ま
し
た

が
、
事
故
な
く
安
全
に
作
業
を
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

次
回
か
ら
も
ド
ン
ド
ン
投
稿
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
!!
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　毎年3〜4月は圃場のpH確認の土壌診断が多くなる時期です。このため適切な施肥時期に診
断結果が間に合わなくなる可能性が高くなります。
高品質な農産物づくりには、土壌診断により現状の土壌の状態を正確に把握し、診断結果に応じ
た施肥改善を行うことが必要です。
春作業への影響を防ぐため、降雪前に土壌診断を実施する事をお薦めします。

１．分析土壌
　水田・水田育苗・施設野菜・露地野菜・畑作

２．土壌サンプリング方法
・�全体に性質が同様な圃場・ハウスでは、少なくとも
５ヵ所から土を均等に採取し、（図１参照）よく混
ぜて１つのサンプルにしてください。
・�明らかに他と性質が異なると考えられる地点は、別
サンプルにしてください。
・�土壌表面（１㎝くらい）を除去し、深さ約20cmま
での土を移植ごてで採取してください。（図２参照）
・�採取した土のうち、一般分析の場合は約350ｇ（ビ
ール・ジュース等の350ml缶）をサンプルとしてお
持ちください。（かたまりは避けてください）
・土壌は乾燥させてお持ちください。
・�袋中の空気を抜いてチャックをしっかり閉じ、マジ
ックで氏名と圃場番号を必ず記入してください。

３．結果について
　年明け2月頃までにFAX等でお知らせいたします。

農業振興センターからのお知らせ

○お問い合わせ・ご質問等は下記までお気軽にどうぞ。
　名寄市農業振興センター　名寄市風連町緑町３９６－２　℡０１６５５－３－２２５８

根雪前に土壌診断を行いましょう！

図１（○地点で採取する）

図2
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㈱まるく牧場　佐藤由香さん宅

牛舎からの保護猫で
オスだと思い
名付けました！

ニャン太郎　メス６歳

第
七
回
理
事
会開催

日
　
八
月
二
十
六
日

一
、
株
式
払
込
金
等
取
扱
規
程
の
廃
止

及
び
株
式
払
込
金
手
数
料
の
改
正
に

つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

二
、
出
資
金
減
口
の
申
出
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

三
、
令
和
元
年
度
内
部
監
査
計
画
の
変

更
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

四
、
中
小
酪
農
経
営
生
産
基
盤
維
持
強

化
対
策
事
業
に
係
る
リ
ー
ス
資
産
の

取
得
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

五
、
自
己
査
定
に
係
る
破
綻
懸
念
先
へ

の
転
貸
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

六
、
組
合
と
理
事
と
の
契
約
（
リ
ー
ス

契
約
）
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
哺
育
育
成
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ

い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

第
八
回
理
事
会開催

日
　
九
月
二
十
五
日

一
、
定
例
監
査
講
評
に
つ
い
て

　
　
　
監
事
会
報
告
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
哺
育
育
成
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ

い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

開
催
日
　
十
月
四
日

協
議
事
項

一
、
哺
育
育
成
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ

い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

二
、
地
区
別
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

理
事
会
の
経
過

臨
時
理
事
会

８月２１日〜 ２３日

　　　・・・第２・四半期定例監査

　２３日・・・第５回総務委員会

　２３日・・・第６回営農委員会

　２６日・・・第７回定例理事会

９月２日〜３日・・・中央会経営監査

　２日〜６日・・・中央会内部監査

　１７日〜 ２０日

　　　　・・・みのり監査法人期中監査

　２５日・・・第８回定例理事会

１０月４日・・・臨時理事会

JAのあゆみ
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消費税率改定に伴う手数料改定について

　2019年10月１日からの消費税率引き上げに伴い、各種手数料を改定致しました。
　改定後の主な手数料は以下の通りです。

道北なよろ農業協同組合
　金 融 共 済 部 金 融 課

１．改　定　日　２０１９年１０月１日　火曜日
２．主な手数料
　　自店・支店（組合員・準組合員資格者は手数料不要です）
　　　（振替先が道北なよろ農協にある口座）

窓　口
振替金額 手 数 料
５万円未満 １１０円
５万円以上 ２２０円

ＡＴＭ 無料（※）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※キャッシュカードが必要です）

　　系統（他農協）他行（他金融機関）

為　替
（窓口）

振替金額 系  統 他  行
１万円未満 ３３０円 ４４０円

１万円以上５万未満 ４４０円 ５５０円
５万円以上 ６６０円 ７７０円

ＡＴＭ（※）（※２）

振替金額 系  統 他  行
１万円未満 １１０円 ３３０円

１万円以上５万未満 １１０円 ３３０円
５万円以上 ２２０円 ５５０円

ＩＢ
（ネットバンク）

振替金額 系  統 他  行
１万円未満 １１０円 ３３０円

１万円以上５万未満 １１０円 ３３０円
５万円以上 ２２０円 ５５０円

　　　　（※　キャッシュカードが必要です）（※２　ＡＴＭ振込は口座名義人=振込人となります）

　　融資業務手数料
・住宅ローン融資手数料　融資金額に０.１％（消費税別）
・融資手数料　共済担保貸付金　１０万円未満の貸付に対し　１件　５５０円
・繰上償還手数料　一部・全部繰上ともに　１件　２,２００円
　　　※義務的償還は徴収しない
・公証人（確定日付）共済・貯金等、確定日付付与を必要とするもの　１件　７００円

　　その他手数料
・残高証明書発行手数料　２２０円
・通帳・証書再発行手数料　５５０円
・両替手数料　２０枚以上　２２０円
・ＩＣキャッシュカード再発行手数料　１,１００円（磁気からの切替は７７０円）
・国債口座管理手数料　１名当たり１ヶ月１１０円　　※年一回指定口座より引落


